
刷版出力までの自動化と人材の適正配置を実現し、
壮大な構想の第一歩を踏み出す

User Report：株式会社セントラルプロフィックス

「本機校正同一機印刷」に
不可欠なワークフロー

株式会社セントラルプロフィックスは、
本機による高精度な校正刷りで定評があ
る。もともと製版専業であったが、本機
校正に使ったものと同じ印刷機で印刷す
る製品が取引先の印刷会社から高く評価
され、印刷の仕事量を急速に伸ばしていっ
た。一方でD-art事業部における紙への
印刷以外の仕事も増え、建装材やサイン・
ディスプレー関係でも確かな実績を積み
重ねてきた。

2013年にはデジタルエンボスシステム
「Scodix S Digital Press」を導入し、翌 
2014年にはScodixとビジネスのマッチン
グ性が高いハイエンドオンデマンド印刷機
の導入も行い、広告宣伝に有効な付加
価値の高い商品を次々に生み出してきた。
それでも森澤弘専務取締役（生産本部
長）は「印刷事業における生産工程では
常に完成系を目指しているが、完成系に
近づいたと思ってもさらに道が広がり、い
まだ先が見えない状況でもある」と語る。

その真意を伺った。
「昨年まではインテリジェントRIPと呼

ばれるTrueflowを中心に、 本 社と豊
州工場の2サイトで運用していました。
Trueflowはある程度完成されていました
し、得意先との汎用性も高く評判も良かっ
たのですが、当時は各部署が単独で動い
ているようなイメージがありました。つま
り、「DTP・CTP出力・校正・印刷」を
バラバラに行うのではなく、一気通貫でス
ムーズに流れるようなワークフローシステ
ムが理想として常に頭にありました」

小ロット・多品種の印刷物を得意とす
る同社では、JDFを活用した入稿から後
加工までの自動化をメインに、個別なフ
ローでは校正刷りにおける大貼りの自動
化が課題となっていた。また、ちょうど設
備のリプレイスの時期がきていたこともあ
り、ワークフローを見直すことになった。

メーカー各社のワークフローシステムを
比較検討した結果、機能的な部分につい
ては各社それほどの差は感じられなかった
という。そうした中、決定に至ったのは、
やはりTrueflowの資産を継承できること

製版専業からスタートしてやがて印刷分野に参入し、製版・印刷両
面の技術を高めながらどんどんビジネス領域を拡大してきた株式会社
セントラルプロフィックス。2013年春にはいち早くEQUIOSを導入し、
刷版出力までの自動化と2サイト運用における高効率な生産工程を
実現した。今後はフロントの営業との連携、後加工との連携などを
進め、もう一段上の効率化、省力化を進めていくつもりだ。

専務取締役　生産本部長
森澤  弘 氏

クロスメディア部　部長
栗原  秀樹 氏

や、印刷業界における導入実績、国内 
メーカーにおけるサポート体制などだっ
た。そして、それらを総合的に評価した
結果、2013年3月、EQUIOSの導入に
踏み切った。

森澤専務は「SCREENは国内メーカー
であり、日本の印刷産業の現状と未来を
見据えて新製品の自社開発に鋭意努力さ
れていますので、その将来性と実績に期
待しました。当社の得意先にもTrueflow
を活 用している会 社 が 非 常 に多く、
Trueflowから書き出されるOutlinePDF
が印刷業界では「デジタルフィルム」とし
てデファクトスタンダードになっていること
も決め手の一つでした」と話す。
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自社印刷業務の
効率アップを実現

同社は24時間稼働のシフト制（3グルー
プ体制）を組んでいる。これはすなわち、
EQUIOSを導入するにあたり、シフトごと
に最低1人ずつ、計3人のオペレーターを
まずは育てねばならないということである。

クロスメディア部の栗原秀樹部長は
「EQUIOSの立ち上げは、初めはシフト
制により苦労しましたが、程なくSCREEN
の支援を受けながら3人のオペレーター
を育て、各シフトの中に投入できたため、
それ以降はスムーズに運用できるようにな
りました」と導入初期の様子を語った。

TrueflowとEQUIOSは同メーカーによ
るほぼ同じ仕組みでもあり、ユーザーイン
ターフェースも似ていることからオペレー
ターへの教育が軽減できたことも、立ち
上がりの早さにつながったそうだ。

EQUIOSの導入効果は既にさまざまな
面に表れている。例えばTrueflowを使っ
て本社と豊州工場の2サイトで運用してい
たときは、CTPの出力オペレーターに「大
貼・面付け作業」が集中し、時間帯によっ
てはボトルネックとなってしまっていたが、
EQUIOSを導入したことにより、その状況
は徐々に改善されてきた。

今では、本社のDTPオペレーターが
EQUIOSにて面付けを行い、豊州工場
へのCTP出力が指示できるようになり、2
サイトでありながらまさに1サイトオペレー
ションにて人手を極力削減したフローが
構築できた。その結果、DTP部門では印
刷業務に関する知識も高まり、CTP出力
部門では人員配置の最適化が図られ、業
務の幅も広がった。

EQUIOSはTrueflowと比べて面付け
機能に優れているため、生産性は大幅に
向上。既に自社完結における印刷業務は
基本的に全てEQUIOSで流しており、安

定的でかつ高生産フローを組むことがで
きた。これにより、自社印刷業務の効率
アップが実現できた。
「ハードウエアの高機能化とRIPのエ

ンジンが向上したこともあって、スピード
も品質もこれまで以上に安定しました。
Trueflowを使っていたときは、CTPオペ
レーターにおける単独の大貼り＆面付け
作業がボトルネックとなっていましたが、
それがかなり軽減できました。これは大き
な成果です」と栗原部長。

営業の省力化、
効率化にも活用

EQUIOSを導入して１年半が過ぎ、刷
版出力までの自動化は自社印刷業務に限
りほぼ完了した。今後の課題は、営業担
当者が入力した情報をEQUIOSで受け取
る仕組み、つまりMISとの連携を作り上
げていくことだ。
「受注情報等の伝票入力業務、見積書

や請求書作成、社内における確認作業
など、大ロットの仕事も小ロットの仕事も
そこにかかる作業は変わりません。小ロッ
ト・多品種がメイン業務の当社に至って
は、そこの営業に掛かる負荷軽減はこれ
からの課題ですが、全社での高効率を目
指し、一気通貫のワークフローをつくり上
げていきたいと考えています。また、2サ
イト運用における追加作業等の指示伝票
のFAX送信、校正刷りの持ち運びなどに
掛かる手間も決して小さくありません。将

来は、これらの業務をEQUIOS Online
を使って極力人の手が掛からない業務フ
ローを確立していきたい」と森澤専務。

EQUIOS Onlineに至っては、営業担当
者にタブレット端末などを携帯させ、外出
先でも校正確認や進行状況確認ができる
ような省力化、効率化も図りたいとのこと。

同社の事業は現在、製版～本機を使っ
た校正刷り業務と印刷まで受注する校正・
同一機印刷業務がほぼ7、8割を占める。
今後はH-UV・油性におけるオフセット印
刷だけでなく、大判高品質UVインクジェッ
トシステムによるオフセット品質での大判
印刷、デジタル印刷機とScodixやレー
ザーカッターとの連携による新しいサービ
ス、さらには、後加工へのJDF連携やさ
らなるデジタル特殊加工との連携なども視
野に入れている。EQUIOSの活用範囲は
これからますます広がっていきそうだ。
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